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ゆいまーるフォトギャラリー   

はたらくみんな vol・２ 
 

               

パン工房からこんにちは 

 

プチ 

長い夏が終わり、すっかり季節が移り変わりました。朝晩はもう肌

寒いほどです。 

こんな季節の変わり目に私自身、気づきを得ることがありました。 

ゆいまーるに入ってもう 1年半にもなりますが私自身は、実はパン作

りはメンバーの仕事には向いていないのでは、とずっと思ってきまし

た。急いでやらなくてはならないし、やる気になるまで待つこともで

きません。 

パンの形にしてもみんなの個性を活かすのは難しいです。パンもそ

の形にする意味があるので、みんながいろんな形のパンを作って面白く売るというのも、

自分たちが食べるのなら別として、あまり現実的ではありません。 

時々、パンを作る意味があるのだろうかと思うこともありましたが、最近、パン作りは

ゆいまーるにとって素晴らしいことだと気づきを得ました。 

パンをつくる時、大切なことは五感を働かせて仕事をすることです。 

生地を触った時の手の感触だったり、肌で感じる温度や湿度だったり、匂いや音であっ

たり・・・・・・。五感を使って仕事をしないと生地の発酵が悪かった時や、何かを失敗

しても気づくことができません。 

こういう五感を働かせて仕事をすることはメンバーのケアにおいても大切なことです。

メンバーの調子が悪かったりメンバー同士で何かあっても、常日頃、五感を働かせていれ

ば異変や理由に気づける可能性が高いはずです。 

最近こんな風に考えて、パンを作り続けることに自信が持てるようになりました。 

もちろんみんなが作ったパンをみんなで売るのが目標だけれど、一番大切なことは職員

もメンバーもみんなと一緒に仕事をすること。忙しくてもいいけれど、職員だけが忙しい

のではなくて、みんなを巻き込んで仕事をすることをめざしたいと思います。(光永幹雄) 

 

ラスク用パンに黒糖バ
ターを塗る作業中 

パウンドケーキ
に入れるクルミ
をカット中 

道の駅にもってい

く商品にラベル貼

り中 

 

お客さまに渡すチ
ラシ折り中 クッキーの 

計量表。これ
見てみんなが
計量します 


